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適
性
検
査
Ⅰ
〈
３
科
型
〉
解
答
例
／
解
説 

 

文
章
１ 

 

出
典
は
、
竹
内
薫
『「
文
系
？
」「
理
系
？
」
に
迷
っ
た
ら
読
む
本
』
に
よ
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
著
者
が
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
す
る
こ

と
で
社
会
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
身
近
な
例
を
使

い
な
が
ら
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
今
後
の
社
会
の
変
化
、
特
に
「
減
っ
て
い
く
（
な
く
な

っ
て
い
く
）
仕
事
」
や
「
新
た
な
仕
事
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
、
仕
事
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
新
し
い
仕
事
が
出
現

す
る
の
か
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。 

 

文
章
２ 

 

出
典
は
、
黒
川
伊
保
子
『
幸
福
に
な
る
た
め
の
人
生
の
ト
リ
セ
ツ
』
に
よ
る
。

人
工
知
能
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
関
す
る
質

問
に
答
え
る
形
で
、
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
章
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
に
は
何
が

で
き
る
の
か
、
Ａ
Ｉ
は
人
間
を
超
え
る
の
か
、
Ａ
Ｉ
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
の

か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ

に
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。

〔
問
題
１
〕 

解
答
例 

 

Ａ
Ｉ
の
進
化
と
普
及
に
よ
っ
て
単
純
作
業
や
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
の
自
動
化

が
進
み
、
自
分
の
仕
事
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
（
四
十
九
字
） 

【
解
説
】 

 

「
そ
ん
な
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
指
示
語
が
何
を
指
し
て
い
る
か
を
考
え
る
問

題
で
あ
る
。
指
示
語
の
内
容
は
前
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
前
の

部
分
に
注
目
す
る
と
よ
い
。
文
章
１
は
、「
こ
れ
か
ら
は
、
単
純
作
業
や
、
決
ま

っ
た
こ
と
を
行
う
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
は
、
ほ
と
ん
ど
が
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に

と
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
す
」
と
い
う
一
文
か
ら
始
ま
り
、「
た
と
え
ば
」
と
し
て
、

そ
の
具
体
例
を
書
い
て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
レ
ジ
、
運
転
手
の
仕
事
、
公
認
会
計
士
の
仕
事
、
そ
し

て
企
業
や
役
所
で
の
事
務
作
業
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

Ａ
Ｉ
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
単
純
作
業
や
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
が
自
動
化
さ
れ

て
し
ま
い
、自
分
た
ち
の
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、「
そ
ん
な
大
変
な
時
代
」

が
や
っ
て
き
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

適
性
検
査
Ⅰ
〈
共
通
２
科
型
〉
解
答
例
／
解
説
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〔問題２〕 

（１） 

(上段の水位)＋(台の高さ)－(下段の水位)で実際の水位の差が求められ

る。これを計算すると、Ｃは台の高さが高い分、水位の差が大きくなるた

め、早く水が流れきる結果になる。 

【解説】 

ビーカーは台に乗せて高さを変えてあるため、実験台の上面を基準にして高さを調べると、

(上段の水位)＋(台の高さ)と表現することができます。下段のビーカーにも水位がありますの

で、(上段の水位)＋(台の高さ)－(下段の水位)で、水位の差を求めることができます。 

Ｃは最も早い時間で水位の差が小さくなることから、早い段階で上段の水が下段に流れ切っ

たことがわかります。 

 

（２） 

図５のグラフより、ビーカーの段数を増やすと、上段の水位が減少しにく

くなり、下段の水位の変化がより一定に近づくため。 

【解説】 

図５のグラフをみると、グラフの傾きから一つ上段の水位が減りにくくなっていることがわ

かります。一つ上段のビーカーの水位と下段のビーカーの水位の差が変化しにくくなっている

ため、一つ上段のビーカーから下段のビーカーに流れ出る水の量は一定に近づいていることが

わかります。 

実際の水時計では、最上段の水が少なくなると水を追加して運用していました。また、下段

へ水を移動させる管の端は水中ではなく、水面の上に来るように調整されており、最下段の水

位の上昇による影響がなくなります。このように、この実験よりもさらに流量が一定値に近づ

くよう工夫されています。 

 

 

 

〔
問
題

〕 
解
答
例 

 
自

を

げ
る
（

字
） 

【
解
説
】 

 

「

が
人
を
超
え
る
こ
と
自
体
は
、
れ
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と

は
、「

」（

人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
）
が
人
を
超
え
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
「
む
し

、
人
を
超
え
な
き

が
な
い
」
と
も
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
人
工
知
能
が
人
を
超
え
る
こ
と
の

を
説
明
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、「

や

の

で

な
目
に

っ
て
い
る

の

レ
ー
タ
た
ち
は
、

な

ィ
ス
で

の

な
く

る
」
と
い
う
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、「
人

は
『
何
を
（
人
工
知
能
に
）
さ

な
い
べ
き

か
』
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
事

と

は

う
」
と
し
て
、
人
工
知
能
が
進

化
・
普
及
す
る
こ
と
に
よ
る
問
題

を
指

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
自

を

げ
る
よ
う
な
『

計
な
お

』」
を
人
工
知
能
に
さ

て
は
い

な
い
と

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｉ
の

に
よ
り
、
人
間
の
自

を

げ
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
問
題

と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

〔
問
題

〕 

解
答
例 

 

解
答

 

【
解
説
】 

 

が

つ
あ
る
の
で
、
ま

は
そ
の

を

理
す
る
こ
と
が
大

で
あ

る
。

が

わ
な
い
と
、減

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で

を
つ

た
い
。

そ
の
た
め
、
答
え
を
書
き
始
め
る
前
の

で

を

り
、

で

が

か
ら

る
こ
と
を

う
。
ま

、

と
し
て
、
文
章
１
と
文
章
２

で

し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
考
え

を
読
み

り
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ

り
、
そ
れ
に
関

す
る
新
た
な
仕
事
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が

し
て
書

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

と
し
て
、
で
読
み

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

自
分
が
身
に
つ

た
い
能

を
書
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
具
体

に
ど
の
よ

う
な
能

を
身
に
つ

た
い
か
、
そ
し
て
な

そ
の
能

を
身
に
つ

た
い
の

か
と
い
っ
た
、
具
体
例
や

体

、
そ
う

う
理

な
ど
を
書
く
と
わ
か
り
や

す
い
。

の

分

も

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 
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１ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

登校班
はん

のいちばん後ろの人が、横断歩道①を渡
わた

り終えるのに、６０×３＝１８０(ｃｍ)、

１８０ｃｍ＝１．８ｍより、１．８＋９＝１０．８(ｍ)進むことになります。速さが分

速５０ｍの場合、１０．８ｍ進むのにかかる時間は、１０．８÷５０＝０．２１６(分)

より、０．２１６×６０＝１２．９６(秒)で、信号が青の点
てん

滅
めつ

に変わる前に横断歩道①

を渡り終えることはできないとわかります。 

速さが分速６０ｍの場合、１０．８ｍ進むのにかかる時間は、１０．８÷６０＝０．１

８より、０．１８×６０＝１０．８(秒)で、信号が青の点滅に変わる前に横断歩道①を

渡り終えることができるとわかります。また、登校班の先頭の人が横断歩道①を渡り始

めてから横断歩道②の手前に着くまでに、(９＋３６９)÷６０＝６．３(分)かかります。

横断歩道②の信号は、１５＋７＋４８＝７０(秒)ごとに、青、青の点滅、赤をくり返し

ます。６．３分＝３７８秒、３７８÷７０＝５あまり２８より、登校班の先頭の人が横

断歩道②の手前に着いたとき、２８－１５－７＝６(秒)で、信号は赤であるとわかりま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〔式と文章〕 

分速 54mの速さで歩く場合，登校
とうこう

班
はん

のいちばん後ろの人が横断歩道①を渡り

終えるのにかかる時間は、(９＋60×３÷100)÷54×60＝12(秒)より、歩行者

用信号の青が 12 秒点灯している間に渡り終えることができるので、Ａは〇

である。登校班の先頭の人が横断歩道①を渡り始めてから横断歩道②の手前

に着くまでにかかる時間は、(９＋369)÷54＝７(分)で、歩行者用信号は、15

＋７＋48＝70(秒)ごとに、青、青の点滅、赤をくり返すので、７×60÷70＝

６より、Ｂは青である。このとき、登校班のいちばん後ろの人が横断歩道②

を渡り終えるのにかかる時間は、(11.7＋60×３÷100)÷54×60＝15(秒)よ

り、Ｃは〇である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

分速 50ｍ × － － 

分速 ア ｍ ○ 青 ○ 

分速 60ｍ ○ 赤 － 
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適性検査Ⅱ



〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

道 は、 ○ の４
まい

の
なら

をくり返しています。７０÷４＝１７あまり２よ

り、道 は、 ○ を１７ くり返し、さらに が２ ことがわかります。

よ て、① と② の の は ちら 、 、 、 の の は、 ○ を

から ばよいから、 は 、 は○、 は となります。 

また、３５÷４＝８あまり３より、 の は ○ を８ くり返し、さらに道

が３ から、 と に ○ の３ と４ が 、 からまた ○

をくり返します。よ て、 に 、 に 、 に○を たあと の にうつ

て、 の の に 、 から① に か てまた ○ をくり返し ます。 

の に が んでいる は、 の す て が んでいます。 の に んでいる

の は、８×２＋２＝１８( ) から、 の と の の道 の が である

の は１８ とわかります。 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の と の の道 の が である の  18   

 ① ②    

の
ん

   ○   

の     ○  

 
      

の  ○    ○ 

の   ○    
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

道 は、 ○ の４
まい

の
なら

をくり返しています。７０÷４＝１７あまり２よ

り、道 は、 ○ を１７ くり返し、さらに が２ ことがわかります。

よ て、① と② の の は ちら 、 、 、 の の は、 ○ を

から ばよいから、 は 、 は○、 は となります。 

また、３５÷４＝８あまり３より、 の は ○ を８ くり返し、さらに道

が３ から、 と に ○ の３ と４ が 、 からまた ○

をくり返します。よ て、 に 、 に 、 に○を たあと の にうつ

て、 の の に 、 から① に か てまた ○ をくり返し ます。 

の に が んでいる は、 の す て が んでいます。 の に んでいる

の は、８×２＋２＝１８( ) から、 の と の の道 の が である

の は１８ とわかります。 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の と の の道 の が である の  18   

 ① ②    

の
ん

   ○   

の     ○  

 
      

の  ○    ○ 

の   ○    

 

２２  

〔問題 〕 

 

解 

 

 の は、 を大量に 定 におこなうことができ、 の近くに し

やすく、 量を調 しやすいことである。 

 は、 のための として を 用するが、 れらの は

であること、 はすべて に っているため との の変化により の が え

なくなる がある。また、 化 出量もとても い。 

 
 の は、 にかかる 用が く、 化 出量も少ないことである。 

 は、 に問題があることである。 のため現 の では の はとて

も少なくなっている。 

 
の は、 ーを 用しており、 するときの 用も く、 化

出量も少ないことである。 

 は、 用の が高 なこと、 によって され、 が 定 ではない。 

 
【解説】 

は には水 がおもな でしたが、より な の が

増えていきました。 の は ですが、い れも は の く

を に っています。 は による の を増やしていく 定でしたが、

２ の 大 による 一 の により、 への

が 問 されることとなりました。 のため現 でも の が い が いてい

ます。 

に しい では、 ーを 用した の が増えること ましいですが、

く大量に することは にま しい です。 
  

 水  

〔説 〕 

水 の は、 ーを 用しており、 するときの 用も

く、 化 出量も少ないことである。 

は大 な水 の には時間も 用もかかり、 の上流につくる

ために への影響も大きく、 たな は しいことである。 
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〔問題２〕 

〔説明〕 

 自動車での輸送は、工場などから店舗まで直接運ぶことができ、必要な時に必

要な量だけをすぐに運ぶことができる。 

 モーダルシフトが進まない理由は、海運や鉄道では一度に大量の荷物を運ぶこ

とができるが、少量の荷物を運ぶのには適していない。また、海運の場合は港か

ら港まで、鉄道の場合は駅から駅までしか運ぶことができない。工場から港・駅

まで、駅・港から店舗までは荷物を積みかえて自動車で運ぶ必要があるため。 

 

【解説】 

 日本の輸送はもともと海運が中心でしたが、明治時代以降、鉄道網が積極的に整備され、鉄

道での輸送は海運とともに中心的な役割を果たしてきました。自動車（トラック）での輸送が

盛んになるのは、１９６５年の名神高速道路、１９６９年の東名高速道路の開通以降のことで、

これにより自動車（トラック）による長距離高速輸送が可能となりました。 

 自動車（トラック）輸送のよい点は、少量の荷物を工場など生産現場から店舗などの消費者

のもとへと直接運ぶことができる点です。一方で自動車（トラック）輸送は船舶や鉄道に比べ

１回に運べる荷物の量は少なく、二酸化炭素の排出量も多いことが問題となっています。現在

では複数の企業によるモーダルシフトも行われており、少しずつ輸送の形が変わりつつありま

す。 
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〔問題２〕 

〔説明〕 

 自動車での輸送は、工場などから店舗まで直接運ぶことができ、必要な時に必

要な量だけをすぐに運ぶことができる。 

 モーダルシフトが進まない理由は、海運や鉄道では一度に大量の荷物を運ぶこ

とができるが、少量の荷物を運ぶのには適していない。また、海運の場合は港か

ら港まで、鉄道の場合は駅から駅までしか運ぶことができない。工場から港・駅

まで、駅・港から店舗までは荷物を積みかえて自動車で運ぶ必要があるため。 

 

【解説】 

 日本の輸送はもともと海運が中心でしたが、明治時代以降、鉄道網が積極的に整備され、鉄

道での輸送は海運とともに中心的な役割を果たしてきました。自動車（トラック）での輸送が

盛んになるのは、１９６５年の名神高速道路、１９６９年の東名高速道路の開通以降のことで、

これにより自動車（トラック）による長距離高速輸送が可能となりました。 

 自動車（トラック）輸送のよい点は、少量の荷物を工場など生産現場から店舗などの消費者

のもとへと直接運ぶことができる点です。一方で自動車（トラック）輸送は船舶や鉄道に比べ

１回に運べる荷物の量は少なく、二酸化炭素の排出量も多いことが問題となっています。現在

では複数の企業によるモーダルシフトも行われており、少しずつ輸送の形が変わりつつありま

す。 
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〔問題１〕 

（１）５月                        １２月 

    ア  ⇒  ウ  ⇒  エ  ⇒  イ 

の日の出は 東 りのため の は りになるので、ウ。 の日の

出は 東 りのため の は りとなり、イ。 、 はエである。

5 23 日は の と なので、アが てはまる。 

【解説】 

表１を にして、 中高度や日の出の方 から、 の のでき方を ー して を

していきます。 の は の方 の にできます。また、 の高さが高いとき

にできる の の長さは く、 の高さが いときにできる の長さは長くなります。 

の 中高度は 度と高く、 きにできる の長さは も くなります。また、日の

出の方 が 東よりも に 度 どずれるため、 の にできる の の方 は き

となりウが します。 

の 中高度は １度と く、 きにできる の長さは も長くなります。日の出の方

が 東よりも に 度 度ずれることから と に えて、 の にできる の

の方 は きとなり、イが します。 

の 中高度は５５度で と の中 にあたり、日の出の方 も ど 東である

ため、エとなります。 にはありま んが、 も た 果となります。 

る のアは、 の と である 5 23 日のものと えられるため、ア エを

した日 に べ えると、ア ウ エ イとなります。 

 

（２） 

１時 との り の さの り方が さくなっていくので、 り

の が える量よりも、 が える量の が少ない。したがっ

て、１時 との は中心に か ど、 が くなっている。 

【解説】 

 表２の 果を ると一 時 との の さの 少量は さくなっていっているため、

り は中心にいくにしたがって、 えにくくなっていることがわかります。 ど え

る量が多く、中心 ど える量が少ないため、 り につけた の はわずかずつ く

なっていくと えられます。 
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〔問題２〕 

（１） 

(上段の水位)＋(台の高さ)－(下段の水位)で実際の水位の差が求められ

る。これを計算すると、Ｃは台の高さが高い分、水位の差が大きくなるた

め、早く水が流れきる結果になる。 

【解説】 

ビーカーは台に乗せて高さを変えてあるため、実験台の上面を基準にして高さを調べると、

(上段の水位)＋(台の高さ)と表現することができます。下段のビーカーにも水位がありますの

で、(上段の水位)＋(台の高さ)－(下段の水位)で、水位の差を求めることができます。 

Ｃは最も早い時間で水位の差が小さくなることから、早い段階で上段の水が下段に流れ切っ

たことがわかります。 

 

（２） 

図５のグラフより、ビーカーの段数を増やすと、上段の水位が減少しにく

くなり、下段の水位の変化がより一定に近づくため。 

【解説】 

図５のグラフをみると、グラフの傾きから一つ上段の水位が減りにくくなっていることがわ

かります。一つ上段のビーカーの水位と下段のビーカーの水位の差が変化しにくくなっている

ため、一つ上段のビーカーから下段のビーカーに流れ出る水の量は一定に近づいていることが

わかります。 

実際の水時計では、最上段の水が少なくなると水を追加して運用していました。また、下段

へ水を移動させる管の端は水中ではなく、水面の上に来るように調整されており、最下段の水

位の上昇による影響がなくなります。このように、この実験よりもさらに流量が一定値に近づ

くよう工夫されています。 
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